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経済学など、自分のディシプリンにも関わりつつ 地域研究に関わっている。そして、ディシプリンと対象地域双方への興味関心が交差する部分でジャーナルが発刊されているなら、それはほぼ分のストレートな関心を共有する研究者たちが、議論を展開してくれている だから、その研究者にとっては幸福なことであ に違ない。私は、比較教育学という専門に属しつつ、バングラデシュないし南アジア地域を事例研究 して調査している このディシプリンにつ ての関心は、 『比較教育学研究』と う日本比較教育学会が出している年二回発刊のジャーナルが満たし くれている。しかしこの中で南アジアを対象とす論文にはめったにお目にかかれい。また一方、バングラデシュ
地域への関心は、不定期に発刊されている『遡河』という雑誌が満たしてくれている。研究者や仕事などでバングラデシュに深くかかわっている人々が、寄稿して深情報を届けてくれる。こうした雑誌の存在が、私の研究生活を豊かなものにしてくれ いるのはいまでもない。 かし残念ながら、日本あるいは欧米でバングラデシュの教育研究という、自分 関心に、ストレートに当てはまるようなジャーナルは存在しない。　
では、 論文を書く場合、 どうやっ
て情報を集めるかというと、経済学や政治学など、他分野でよく参照され いる「花形ジャ 」において、教育の話題が取り上げられると、それを取り寄せ 。この手法をとることで最新の情報は追いかけられる。また情報収集という点でいえば、 二〇〇〇年以降、





いて研究を始めたのが大学院生であった一九九九年である。院生時代から一貫したテーマは、一九九〇年以降、バングラデシュにおいて拡充された学校教育制度を、バングラデシュ農村の人々はいかに受容したか、というも で、 「政府や国際機関が教育制度を拡充した」という普及の視点のみならず「人々が拡充された教育制度をライフコースにいかに組み入れたか」という、受容の視点も確保して研究を進めてきた。調査の基本は、 多くの地域研究者同様、 フィールドから得られる知見を重視する経験的実証型であったが むろん多くの資料にも頼った。収集の際は、あまり得意ではないダッカ市内を、ベビータクシーの排気ガスを浴びながら走 回ったが、統計については 当時は紙媒体 、教育関係の統計 扱っているＢＡＮＢＥＩＳ（バングラデシュ教育情報統計局）を訪問したり、ニュー








ては、日本で購読できる 日本南アジア学会編『南アジア研究』“Journal of the Japanese A
ssocia-
tion for South A
sian Studies ” “
In-




















2005 ］ 、南出［二〇〇八］ 、の三
本である。また、九〇年代から二〇一一年までに、日本比較教育学会の学会誌である『比較教育学研究』に収録された南アジア教育の関連論文は一 本、 「特集」における論文は二本である（ただし一国研究か、比較対象に南アジ地域を明示的に含む研究以外は除く） 。数の問題で 決してないが、一九八〇〜九〇年代の南アジアにおいて多種多様な教育 営みが存在していたことを考えれば、ジア教育研究は、前記個別のモノ
グラフを除いて長期間、空白地帯であったといわざるを得ない。また、上記のジャーナルには、上田［一九九〇］による歴史の中の日印関係および弘中［一九九五］による日印英関係における教育借用の研究、北村［二〇〇〇］による東パキスタンにおけるバナキュラーエリート台頭の背景を描い研究、さらには九〇年代半ばから数年おきに登場する 南アジア各地域の教育事象を、フィールドワークによって解き明かそうとした武井［一九九五］ 、 畠［二 〇二、二〇〇六］ 、日下部［二〇〇三］などの諸研究、また中には川野辺［一九九二］による、イギリスにおけるバングラデシュ系移民の教育に関す 論文も掲載されている。また、ここでは詳細を述べないが、イギリスの比較教育学のジャー ナル“
Com
pare ” において
も、一九七五年から二〇一二年までで三十四本の南アジア関連論文が発表されて る。これ の中には、 私が必要とした教育の質改善、機会の平等、試験の公平性、量的拡大の諸相の解説など、重要なトピックが多く含まれていることは確かだったもの 、自分の関心の中心に位置づくであろうコア・
ジャーナルとしてはあまり考えたことはなかった。また、最も問題なのは、既存資料だけで 「バングラデシュ人研究者の間で教育がどう議論されているのか、何が大事なことと考えられているのか」という肝心なことがわからな ったことである。　
バングラデシュ人の教育学研究



































































つつ、また自分の研究におおいに役立たせてもらったのだが、なぜ未だ登場しないのか、というトピックもある。それは マドラサ（イスラーム神学校）の研究である。イスラーム国家であるバングラデシュの教育制度には、マドラサが、公的教育制度として組み込まれている。しかし、手元 ある“Teacher's W
orld ” の全てを見て
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